[bookmark: _GoBack]15.別紙２.フォームの始まり
２．組織（社団用）
(１) 社員について
	　社員の数
	50人

	　（代議員制を採用している場合）
　社員（代議員）を選出する会員の数（注１）
	人

	　社員の資格の得喪に関する定款の条項（注２）
	第5.6.8.9.10.条

	　法人の目的、事業内容に照らして当該条項が合理的な関連性及び必要性があることについて
(限定理由)・当法人は日本最古の芸能団体として、浪曲師・曲師により生計を立てている職業人が会員の基本である（伝統芸能文化浪曲の保存・向上・継承のため）　・理事会の承認を要する。
しかし、社団法人成立にあたり（昭和６１年３月３１日）外部理事１名、外部監事２名、事務局長１名を有識者会員として入会承認。外からの意見も聞き、開かれた浪曲界を目指しています。
・法人の役割：浪曲師（曲師）後継者育成と将来においての職業的・社会的地位の確立など多方面での支援活動を行っている。
・プロ（職業人）の浪曲師・曲師が、日本の伝統芸能「浪曲」を保存・継承するのが法人の目的で、技芸向上・普及のためにも「職業とする者」は重要です。
・法人の社員たる資格を制限することは適当ではありませんが、法人の目的や公益事業内容に照らして、その制限が合理的な関連性及び必要性があります。
・不当に差別的な取扱をする条件その他の不当な条件はありません。伝統芸能の保存・継承を目的とする法人は、すべて同趣旨の条件がついています。
なお、理事会・社員総会等運営には外部有識者の意見も十分尊重しています。


	　社員の議決権に関する定款の条項
	第１６条

	　社員の議決権に関して当該条項により社員ごとに異なる取扱いをしている場合、法人の目的に照らして不当に差別的な
　取扱いをしないものであることについて



(２) 理事及び監事について
	 
	常勤
	非常勤
	計

	理事の数
	1人
	10人
	11人

	監事の数
	0人
	2人
	2人




(３) 会計監査人について
	会計監査人設置の有無

無
	会計監査人の氏名又は名称

	
	


(４) 会員等について（注３）
	会員等区分の名称
	会員の数
	 

	正会員
	50人
	 


(５) 職員について
	職員の数
	1人
	うち常勤
	1人


(６) 社員総会等の開催状況について
	 
	開催年月日
	主な決議事項等
	 

	社員総会
	平成28年5月23日
	１．事業報告
２．決算報告
３．会員名簿

	 



	理事会
	平成28年4月28日
	１．事業報告
２．決算報告
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